
日本 初 のバ レエ教 師 G. V. ロー シー 来 日前 の歩 み を探 る

上 野 房 子

[序]

 大正時代初期 に来 日したG. V. ローシーこと

Giovanni Vittorio Rosiをま, 日本で初めてバ レエを

教えた教師として知られている。母国イタリアで
バレエを学び, イタ リア他の国々で踊 った ロー

シーは, ロン ドンで演技派ダンサー ・振付家とし

て活動中に東京 ・帝国劇場の歌劇部(後 年, 洋劇

部と改名)の ダンス教師に採用され, 1912年(大

正元年)8月 に来 日した。帝劇の同部員にバ レエ

を教授しただけでな く, 演出家としても手腕をふ

るい, 帝劇他の舞台でオペラ, オペレッタ, バ レ
エ等を上演した。1916年 夏に歌劇部が解散した後

も日本にとどまり, 自らの劇場 ローヤル館を開場

し, 主にオペ レッタの上演を続けた。 しかし, 経

営難その他の事情で行詰まり, 1918年, ローシー

は劇場を閉鎖してカリフォルニアに渡 り, 再び日

本を訪れることはなかった。

 ローシーは, このように 日本のバ レエ史の第一

頁を記した人物である。その門下生の中には, 
ローシーの離日後 も引き続きバ レエに携わった者

はなく, ローシーの指導が, バ レエを日本に定着

させる基礎を築いたとは言い難い。しかし, ロー

シーの介在なしには, 帝国劇場の歌劇部員だった

石井漠, 高田せい子 ・雅夫他の日本のダンス界の
パイオニア達の誕生は望めなか っただろう。ま

た, ローシーが帝国劇場やローヤル館で指導 した

人々は, 後の 「浅草オペラ」の中核メンバーとな

り, 両劇場で上演されたオペラやオペ レッタは, 

浅草オペラの レパー トリーの基礎を為す ことと

なった。

 このように, 揺藍期にあった日本のダンス界 ・

オペラ界に直接 ・間接に影響を与えたローシーで

はあるが, 今 日に至るまで, 彼の詳細な経歴は知

られていなかった。本考の主眼はローシーの来 日

以前のダンサー ・振付家 ・演出家 としての ロー
シーの経歴を調査することにある。さらに, ロー

シーの時代のバ レエの特徴, 彼が直接に関わった

作品を検証し, ローシーが日本に移植 しようとし

たであろ うバ レエの性格の理解をはか りたい。 こ

れらの考察が,「西洋」を源とす る舞台芸術の揺

藍期の日本で指導にあたったパイオニアとしての
ローシーを再考することの一助となれば幸いであ

る。

 なお, 本考は, 筆者がニューヨーク大学ダンス

学部に提出した修士論文を基に, 再構成 したもの

である。ニューヨーク大学図書館, ニューヨーク

市立図書館, ロサンジェルス市立図書館, 東京 ・

国会図書館で リサーチを行ない, さらに関係者 ・

団体に電話 ・手紙で照会 し, ローシーに関わる資

料の収集をはかった。

1. 姓の表記と発音

 日本で作成 された資料で用いられている ロー

シーの英字表記は,「Rosi」 「Rossi」「Lossi」の三

ロ ン ドン の登 記 所 発 行 に よ るVittorio Rosiの 出生 証 明書
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種 類 に 大 別 され るが, 筆 者 は 「Rosi」が 正 式 な ス

ペ ル で あ る と判 断 す る。 現 存 す る 公 式 書 類 に

「Rosi」 と綴 られ て お り, さ らに カ リフ ォル ニ ア

在 住 当時 に 新 聞 等 に掲 載 され た ロー シ ーの バ レエ

学 校 の 広 告2が 全 て 「Rosi」 の スペ ル に統 一 され て

お り, 公 的 に も私 的 に も,「Rosi」 の表 記 を 用 い て

いた と理 解 で き る。

 イ タ リア人 名 辞 典 に よれ ば,「Rosi」 と い う姓

は, イ タ リア語 の 「rosa」か ら派 生 した3。薔 薇 を

意 味 す る単 語 で, 発 音 は[ロ ーザ], 即 ちsの 発 音

は 濁 音[z]で あ る。Rosiと い う名 前 も, [rosa]

に 準 じて[ロ ー ジ]な い し[ロ ー ジ ー]と 発 音 す

るの が 一 般 的 だ。 ア メ リカ の シ カ ゴ在 住 の デ ィー

ノ ・コ ン ヴ ィ ー ノ夫 人(Mrs. Dino Convino, 旧姓

Rosi)は, 彼 女 とそ の 家 族 は 姓 を ロー ジ ー と発 音

す る と筆 者 に 語 っ た4。 映 画 監 督Francesco Rosi

(1922～)の 日本 語 表 記 は 「ロ ー ジ」 が採 用 され

て お り5, こ こで もSの 発 音 は濁 音[Z]と な って

い る。

 一方, 日本 語 で は, sを 濁 音 とす る表 記 は見 つ

か って い な い。1912年8月 に ロー シ ー の来 日を 報

道 す る新 聞記 事6で は 「ロ シ ー」 が 一 般 的 だ っ た

が, 1912年10月 の帝 劇 プ ログ ラ ム7で 「ロー シ ー」

が用 い られ た後 に,「 ロー シ ー」 の表 記 が 定 着 し

た よ うだ。 本 考 で は, 慣 例 に従 って, ロー シ ー と

い う 日本 語 表 記 を採 用 す る。

 ロー シ ー の離 日後 に 作 成 さ れ た 資 料 の 一 部 に

は,「 ロ ッ シ」 の表 記 が 見 られ る。70年 代 以 後 の資

料 に 「Rossi」の英 字 表 記 を採 用 す る もの が あ るた

め に8, こ の スペ ル か ら発 音 を 推 測 して 「ロ ッシ」

とい う表 記 とな った の で は な いか。 「Lossi」 と い

う表 記 は, 日本 語 にr音 と1音 の 区別 が な い た め

に 生れ た もの だ ろ う。

2. 誕 生

 ロー シ ーが 日本 に存 在 して いた 当 時 に発 行 され

た 英 文 紳 士 録 Who's who in japan, 19149に よ る

と, ロー シ ーは, 1967年10月18日, ロ ーマ に生 れ

た。 日本 の 元 号 で い うと慶 応3年, 江 戸 時代 最 後

の年 に あた る。 こ の紳 士 録 は 公 式 記録 で は な い も

の の, ロー シ ーの 生 年 月 日を 記 す 唯一 の資 料 だ。

日本 を 去 った ロー シ ー一 家 が コ リア丸 で サ ンフ ラ

ン シス コ港 に 入 港 した1918年4月7日 当 日, 米 国

移 民 局 に提 出 され た 外 国 人 乗 客 名 簿10に は, ロ ー

シ ーの 年 令 は50才 と6ヵ 月 と記 載 され て い る。 逆

算 す れ ば, 1867年10月 生 れ とな るの で, 前 述 紳 士

録 に 記載 され た 生年 月 日は, 信 愚 性 の高 い もの だ

と思 わ れ る。

3. 幼 年 期

 ロー シ ーが バ レエ の勉 強 を始 め た の は, 彼 が8

才 の時, 即 ち1875年 な い し76年 前 後 に 遡 る。 前述

の英 文 紳 士 録 に 「the Popes Appole Theatre (原

文 通 り)」 でバ レエを 始 め た と記 載 さ れ て い る。

ロー マのApollo Theatrel1を 指 す る もの だ ろ う。 ロ

サ ン ジ ェル ス の city directory に提 載 され た ロ ー

シ ー ・バ レエ ・ス クール の広 告 に は12, 彼 が バ レ

エを 始 め た の は 同 じ く8才 だ った とあ るが, ミラ

ノ ・ス カ ラ座 で エ ン リコ ・チ ェケ ッテ ィ(Enrico

Cecchetti, 1850～1928)に 師 事 した とい う。ス カ

ラ座 で の 勉 強 を終 了後 に ダ ンサ ー と して デ ビ ュー

した との 記述 が あ り, ス カ ラ座 の 付 属 バ レエ学 校

を 卒 業 した と も解 釈 で き る。1920年 に ロサ ンジ ェ

ル ス ・タイ ムズ紙 に提 載 され た 広 告 で も, 何 度 か

ロ ー シー が ス カ ラ座 の卒 業 生 で あ る との記 載 が 見

られ る13。

 帝劇 で ロー シ ー に師 事 した 高 田 せ い 子 の伝 記 に

よ る と, ロー シ ー は幼 い 時 に チ ェケ ッテ ィに入 門

した直 弟 子 で あ り, ル イ ジ ・アル ベ ル テ ィエ リ

(Luigi Albertieri, 1860～1930)と 共 に, チ ェ

ケ ッテ ィの ス タ ジ オで 訓 練 を 受 け た14。 ア ル ベ ル

テ ィエ リは, チ ェケ ッテ ィに 才能 を認 め られ た 弟

子 で, ミラ ノ ・ス カ ラ座 の バ レエ 学 校 に は 学 ぼ

ず, チ ェケ ヅテ ィの 家 に 住 み込 ん で, 彼 の薫 陶 を

受 け た15。

 一 方, ロー シ ーが バ レエー 家 の 出身 だ った とす

る資 料 も あ り, パ サ デ ィナ ・コ ミュニ テ ィ ・プ レ

イ ハ ウ ス ・ニ ュ ー ス紙 に よ る と, 父 ジ ュゼ ヅペ

(Giuseppe)は, ミラノ ・ス カ ラ座 バ レエ 学校 の

教 師 だ っ た16。 ア メ リ カ ン ・ダ ン サ ー 誌 に は, 

ロー シ ー の家 系 が バ レエ ・マ ス タ ー で あ った との

記 述 が あ る17。 ロー シ ーが 父親 な い し同 族 の 年 長

者 に 師 事 した と推測 す る こ とも 出来 る。

4. 海 外 巡 業

 バ レエ の 訓 練 を終 え た ロー シ ーは, 1884年, イ

タ リア ン ・オ ペ ラ ・カ ン パ ニ ー(Italian Opera

Company)の ジ ャ ワ(現 イ ン ドネ シ ア)公 演 に参

加 して, ダ ンサ ー と して デ ビ ュ ー した18。 一 行 は

四 十 三 人 で, 会 場 は立 派 な オペ ラハ ウス だ った と

い う19。続 い て チ ア ッキ ・オ ペ ラ ・カ ン パ ニ ー

(Ciacchi Opera Company)と と もに, バ タヴ ィ

ア(現 ジ ャカル タ), イ ン ド, エ ジ プ ト, 南 米 を巡

業, ブ エ ノ ス ア イ レスで は 長 期 公 演 を 行 っ た20。

この海 外 巡 業 につ い て離 日直 前 の ロー シー が松 居

松 翁 に述 懐 した と こ ろに よ る と, 上述 の 国 ・都 市

に加 え て, ス マ トラ(現 イ ン ドネ シ ア), シ ン ガ

ポ ー ル, 中 国 の彼 南, バ ン コ ク, コ ロ ンボ を経 て

イ タ リア に帰 国 した21。
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5. イ タ リア

 1898年 秋,「Vittorio Rosi」 とい うダ ンサ ー が イ

タ リア ・トリノ の テ ア トロ ・ヴ ィ ッ トリオ ・エ マ

ニ ュエ ル(Teatro Vittorio Emanuele)に 出 演 し

た22。イ タ リア本 国 で の ロー シ ー の 活 動 を 推 測 で

きる, 最 も 古 い 資 料 で あ る。 ル イ ジ ・ダ ン ゼ ィ

(Luigi Dansei)振 付 の バ レエ 『Messalina』 に 出

演 した も の で, Rosiは, 配 役 表 の 十 番 目に 提 載 さ

れ て い る 「Pallante, libretto di Claudio」 と い う役

を踊 っ て お り, 主 役 級 で は な く, ソ リス ト程 度 の

役 柄 だ っ た よ うだ。

 この ダ ン サ ー がG. V. ロ ー シ ー本 人 で あ れ ば, 

先 の海 外 巡 業 に 出 て 以来 十 四年 の歳 月 が 経過 した

こ とに な る。 そ の間, ヨー ロ ッパ の様 々な 劇 場 で

踊 り, また バ レエ ・マ ス タ ーを 努 め た ら しいが23, 

詳 細 は不 明だ。 従 軍 した 時 期 が あ る との 記 事 もあ

る24。

 1899年 か ら1901年 に か け て は,「Rosi」 とい う名

の ダ ンサ ーが ミラ ノ ・ス カ ラ座 で幾 つ か の バ レエ

に 出演 した。 出典 に よ って, 姓 名 の表 記 や肩 書 き

が 多 少 異 な る た め, 一 覧 表 に して 整 理 し た い。

(表1参 照)

 Aの 年 鑑Il Teatro alla scala cronologia

Vella storia nellarte (1778-1963) [ミ ラ ノ ・

ス カ ラ座 年 鑑, 歴 史 と芸術(1778-1963)]は25, 

ス カ ラ座 で 上 演 され た バ レエ の振 付 家, 作 曲家, 

初 演 日, 上 演 回 数, 出 演者 及 び そ の役 名 等 を掲 載

した 通年 の統 計 だ が, フ ァー ス トネ ー ム の記 載 が

な い た め, 何 れ の 「Rosi」がG. V. ロー シ ー な のか

断 定 で き な い。Bの La scala 1778-1907,

Vote storiche statistich [ミ ラ ノ ・ス カ ラ座

1778-1907年, 歴 史 と統 計 覚 え書]26は, Aに 比 べ

る と簡略 な 内容 だ が, シー ズ ン毎 の ダ ンサ ー の姓

名 と階級 の記 載 が あ る。Cは, 個 々 のバ レエ が 上

演 され た 当 時 に ミラノ ・ス カ ラ座 で発 行 され た プ

ロ グ ラ ムで,「Rosi」 の 名 前 を 掲載 した もの だ27。

 1899年 に 関 し て は, BもCも フ ル ネ ー ム がG. 

V. な い しVittorio Rosiで あ る た め, この ダ ンサ ー

がG. V. ロー シ ー本 人 で あ る確 率 は 高 い。

 1900年 と1901年 に登 場 した 「Giusseppe Rosi」

は, 父 ジ ュゼ ッペだ ろ うか。 しか し, 息 子 が1867

年 生れ だ った とす れ ば, ジ ュ ゼ ッペ の年 令 は お よ

そ五 十 才後 半 だ っ た と推 測 され, 現 役 ダ ンサ ー

だ った とは考 え に くい年 代 だ。 さ らに, 次 項 で 言

及 す る よ うに, G. V. ロー シ ー が1902年 に ロ ン ド

ンに 移 っ た 形 跡 が あ る た め, G. V. ロ ー シ ー が

1901年 ま で ミラ ノ ・ス カ ラ座 に 出 演 す る こ とに 矛

盾 は な い。 一 方, 父 ジ ュゼ ッペ が ロ ン ドンで踊 っ

た 形 跡 は な く, ジ ュゼ ッペ が1902年 以後, ス カ ラ

座 か ら姿 を消 す 必 然 性 は な い。 従 って, これ らの

資 料 が 言 及 す る 「Giuseppe」 は, G. V. ロー シ ー本

人 だ った と い う可 能 性 が残 る。

6. イ タ リア の バ レエ の特 徴

 一 般 に, 十 九世 紀 後 半 のバ レエ の 中心 地 は パ リ
・オペ ラ座 か ら ロ シ ア の 帝 室 劇 場 に 移 り, ヨ ー

ロ ヅパ で は 衰 退 期 に あ った と考 え ら れ て い る。

が, 同 時 期 の イ タ リアで は, 1830～40年 代 の ロマ

ンチ ヅ ク ・バ レエ全 盛 期 の 華 や か さ こそ な い もの

の, 技 術 的 に優 秀 な ダ ンサ ー を 養成 し, そ の 名声

を維 持 し得 た数 少 な い例 外 だ28。 ロ ー シ ー と同 世

代 で名 声 を獲 得 した バ レ リー ナ に は, ピエ リナ ・

レニ ャー 二(Pierina Legnani, 1863～1923), カ ル

ロ ッタ ・ブ リ ア ン ザ (Carlotta Brianza, 1867～

1930), エ ミ リア ・ザ ンベ リ (Emilia Zambelli, 

1875～1968)等 が お り, イ タ リア派 ダ ンサ ー の お

家 芸 で あ る卓 抜 した 技巧 を競 い あ って い た。 ロー

シ ーが 師 事 した チ ェケ ッテ ィ も, ダ ンサ ー現 役 時

表1「Rosi」 の ミラ ノ ・ス カ ラ座 出演 作 品 及 び 肩 書

出 典 A: Il teatro alla scala cronlogia nella ntoria E Nelll arte (1778-1963)

B: La Scala 1778-1906, Note Storiche e Statistiche 

C: Walter Toscanini Libretti de ballo

[ウ ォル タ ー ・トス カ ニ ーニ(寄 贈 者 名)バ レエ ・フ ログ ラ ム ・コ レク シ ョ ン]
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代 に は テ クニ シ ャ ンで知 られ て お り, 後 年, ロシ

アの 帝室 バ レエ学 校 で指 導 に あ た り, ワス ラ フ ・

ニ ジ ンス キ ー (Vaslav Nijinsky, 1889?～1950), 

ア ンナ ・パ ヴ ロ ワ (Anna Pavlova, 1881～1931)

他 の逸 材 を養 成 し, ロシ ア人 ダ ンサ ーの 技 術 向上

に貢 献 した。 ロー シ ー も, こ うい った テ ク ニ ック

重 視 の イ タ リア派 訓 練 の影 響 下 に あ った もの だ ろ

う。

 また, 非 常 に大 規 模 な美 術 と多 数 の 出演 者 を 用

い る バ レエ が, 十 九 世 紀 末 か ら二 十 世 紀 初 頭 に か

け て, イ タ リア の劇 場 の主 流 を 占 め て い た29。 ス

ペ ク タ クル志 向 の強 い バ レエ の代 表 的 な 振 付 家 と

して知 られ て い る の が, ル イ ジ ・マ ン ゾ ヅテ ィ

(Luigi Manzotti, 1835～1905)で,「Rosi」 が ミ

ラ ノ ・ス カ ラ座 で 出演 した 『Rosa D'Amore』 『S-

iebe o La Spada di Freia』 は, 何 れ も マ ン ゾ ッ

テ ィが振 付 け た典 型 的 な ス ペ クタル ・バ レエだ っ

た。 マ ン ゾ ッテ イ の振 付 作 品 の 中 で最 も人 気 を 博

した の が 『Excelsior [エ クセ ル シオ ー, 語 源 は ラ

テ ン語 で よ り高 くの意]』 で, ス カ ラ座 で 初 演 さ

れ た1881年 だ け で百 回 以上 上 演 され, そ の後 イ タ

リア 内外 の劇 場 で 度 々再 演 さ れ た。 全6部12景

は, 蒸 気 船, 電 気, 電 報, 運 河 や トンネ ル とい っ

た近 代技 術 の発 達 を謳 歌 す る数 々 の エ ピ ソー ドか

らな り, これ らの近 代 技 術 に よっ て光 の 精 が 暗 黒

の精 に勝 利 を お さ め て, 華 々 しい フ ィナ ー レを 迎

え る。 「プ ロパ ガ ンダ ・バ レエ 」 と の 別 名 も持 っ

て い る30。

 シ リル ・W・ ボ ー モ ン(Cyril W. Beaumont, 

1891～1976)は, マ ン ゾ ヅテ ィのバ レエ を 「今 日

理 解 され て い るバ レエ で は な く, 一 連 の エ ピ ソ ー

ドを マ イ ムで表 現 した もの で, 単 純 だ が 効 果 的 な

ダ ンサ ー達 の群 舞 と, よ く訓 練 され た 端 役 達 の 行

進 で変 化 を与 え られ て い た 」 と述 べ た31。ま た, ロ

マ ンチ ック ・バ レエ の最 盛 期 に 初 演 され た 『ジゼ

ル』 に比 較 して,「 芸 術 的 に, そ して 音 楽, 振 付面

で も退 化 して い る」 と も評 して い る32。

 イ タ リア 内外 で 頻 繁 に 上 演 され て い た 『Excel-

sior』 な の で, お そ ら く ロー シ ー も出 ・演 な い し舞

台 を見 た こ とが あ った に 違 い な い。 ロー シー は, 

1916年5月 に 帝 国 劇 場 で, 日本 版 『Excelsior』 と

も呼 ぶ べ き楽 劇 『昇 る旭 』 を 上 演 して い る。 舞 台

設 定 は 日本 に 置 き換 え られ, 新 橋 停 車場, 川 崎六

郷 埠 頭, 横 須 賀 ド ック, 笹 子 トンネ ル, 二 重 橋 前

広 場 とい った場 面 か らな る。 悪 と善 を象 徴 す る二

人 の 精 が 狂 言 回 しの 役 割 を 果 た して お り, マ ン

ゾ ッテ ィ版 と同様 の趣 向 に な っ て い る。 『帝 劇 の

五 十年 』 は, 久 米 平 内 の作, ロー シ ー の指 導 だ と

して い るが33, 彼 らの 自作 とは 思 い 難 い。

 増 井敬 二 の 『日本 の オ ペ ラ』 は, 演 芸 画 報1916

年6月 号 か ら 「この楽 劇 は素 よ り場 当 た り沢 山 な

際物 仕 立 で, (中 略)道 化 じみ た 滑 稽 や 風 刺 な ど

の連 続 が 可 也 お 手 際 よ く見 せ られ て 居 る」 との評

を引 用 して, 「見 せ る のが 目的 で, 芸 術 的 に は あ

ま り大 した もの で は な か った は ず で あ る」 と して

い る。 上 述 の ボ ー モ ンの論 評 と大 要 が 一致 して い

る。

 即 ち, 視 覚 的 な ス ペ ク タ クル 性 を 優 先 す る の

が, 当時 の イ タ リア ・バ レエの 代 表 的 な ス タ イル

だ った。 イ タ リア 育 ち の ロー シ ーが 親 しん だ バ レ

エ も また, 同 様 の バ レエ だ った 訳 だ。 た とえ芸 術

的 レベ ル は 高 くな か った とは い え, 一 連 の マ ン

ゾ ッテ ィの バ レエ の よ うに, 大 規 模 な バ レエ を上

演 し得 る力 を 維持 して い た オペ ラ ・ハ ウス級 の劇

場 は, ロシ アを 除 くと, ほぼ, イ タ リアに 限 られ

た とい って よい。 従 って, チ ェケ ッテ ィに学 び, 

一 時 期 とは い え, イ タ リア ・バ レエ 界 の最 高峰 ミ

ラ ノ ・ス カ ラ座 の 舞 台 に 立 っ た ロ ー シ ー の経 歴

は, 第 一 人 者 の そ れ で は な いに して も, そ の 当時

と しては バ レエ が盛 ん な 国 イ タ リアで, まず は地

道 に キ ャ リアを歩 ん で いた とい って よい の で は な

いだ ろ うか。

7. ロ ン ドン

 十 九 世 紀 末 か ら二 十世 紀 初 頭 に か け て, アル ハ

ン ブ ラ劇 場(Alhambra Theatre)と エ ンパ イ ア劇

場(Empire Theatre)の 二 つ の ミ ュー ジ ヅ ク ・

ホ ール で は, バ レエ が大 衆 的 な 娯 楽 と して 人気 を

集 め て い た。 ミュー ジ ック ・ホ ール とは, 酒や 軽

い食 事 を と りな が ら歌 や 踊 りを 中 心 とす る演 目を

楽 しむ 大 衆 の た め の娯 楽 の殿 堂 で あ る35。従 って, 

アル ハ ン ブ ラ, エ ンパ イ ア の人 気 演 目で あ るバ レ

エ は, 歌, 空 中 ブ ラ ン コ, 映 画, 手 品, 声帯 模 写

とい った 雑 多 な 演 目 と と も に 上 演 さ れ る の が 常

だ った。 ロシ アや イ タ リアの オ ペ ラ ・ハ ウス級 の
一 流 劇 場 に は匹 敵 しな い まで も, 両 ミュー ジ ック

・ホ ール と も, 専 属 振 付 家, 作 曲家, コー ル ・ ド

・バ レエ を擁 し, バ レエ の上 演 を 続 け て い た。

 イ ギ リス 人 が大 半 を 占 めた コ ール ・ド ・バ レエ

の技 量 は, 今 日 と比 較 す れ ば, 必 ず し も高水 準 で

は な く, 主役 級 の ダ ンサ ーや 振 付 家 とい った ス ペ

シ ャ リス トに は, 外 国人, 殊 に イ タ リア 人 が重 用

され た36。 ロー シ ー も, ロ ン ドン の ミ ュ ー ジ ッ ク

ホ ール に仕 事 の場 を移 した イ タ リア人 ダ ンサ ー の

一 人 だ6た の で あ る。

 これ らの イ タ リア人 と と もに, イ タ リア で人 気

を 集 め た バ レエが ロン ドンに 導 入 され, アル ハ ン

ブ ラ, エ ンパ イ アで しば しば 改訂 上 演 され た。 ロ

ン ドン上 演 の際 に 必 ず し も原振 付者 が 明示 され て

い た訳 で は な いが, 例 えば 『Under One Flag』(エ

ンパ イ ア初 演1897年),『Our Crown』(エ ンパ イ ァ

初 演1901年),『The Entente Cordiale』(ア ル ハ ン

ブ ラ初 演1904年),『Under Two Flags』(ア ル ハ ン
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ブ ラ初 演1908年)は, 元 々, マ ン ゾ ッテ ィが振 付

た作 品 であ る37。

 イ タ リアの ス ペ ク タ クル ・バ レエ の 流 れ を汲 む

バ レエ が, ロ ン ドンの ミ ュー ジ ック ・ホ ール で 人

気 を 集 めた と換 言 で き る。 十 九 世 紀 後 半 か ら二 十

世 紀 初 頭 の ヨ ー ロ ッパ のバ レエ は, ロマ ンチ ッ ク

・バ レエが 盛 え た 十 九 世 紀 前 半 と, ロシ ア ・バ レ

エ が 台 頭 した 二 十 世 紀 初 頭 とい う, 二 つ の 歴 史 的

に 重 要 な時 代 に 挟 まれ て顧 み られ る こ とが 少 な い。

が, イ タ リア と ロン ードン で は, スペ ク タ クル 性, 

大 衆 性 に富 んだ 作 品 群 が 人 気 を 呼 び, ヨ ー ロ ッパ

のバ レエは 命 脈 を 保 っ て いた の で あ る。

a. ア ルハ ンブ ラ劇 場

 ロー シー は, 1902年, ロ ン ドンの アル ノ)ンブ ラ

劇 場 に 入 団 した38。 ダ ンサ ー と して は 比 較 的 高 齢

(37才)だ ったが, ア ル ノ)ンブ ラの音 楽 監 督 ジ ャ

コ ビ(Jacobi)が 「男性 ダ ンサ ー は余 り面 白 い も

の で は な い が, (中 略)良 い コ ミカ ル な 男 性 ダ ン

サ ー は, 作 品 を ま と め る の に か な りプ ラ ス に な

る」 と述 べ た よ うに39, ロー シ ー は, コ ミカル な演

技 が 出 来 る ダ ンサ ー と して地 歩 を 固 め て い った。

1904年 に プ リン シパ ル に 昇進 し, 1909年 ま で在 団

した40。

 アル ノ)ンブ ラの 「バ レエ ・マ ス タ ー」 だ った事

が知 られ て い るが41, 振 付 を手 懸 け た の は 後 述 の

『All the Year Round』 と 『Lucertio』 の 二作 品 だ

け に 限 られ て い る。 教 師 と して の役 割 を 兼 ね て い

た のか も しれ な い。

(1) 1904年 『All the Year Round』

 1904年, ロー シ ー は,『All the Year Round』

を, ル チ ア ・コル マ ー 二 (Lucia Cormani), ブ

レ ッ ド ・フ ァ レン(Fred Farren)と 共 同 で振 付 け

た。 当時 の資 料 で確 認 で きた, ア ル ノ)ンブ ラ で の

最 も古 い足 跡 だ。 プ ロ グ ラ ムに は 「Dances by

Mme. Cormani, Fred Farren and Sig. G. Rosi」 と

記 載 さ れ て い る42。1月21日 初 演 で, 台 本 は

チ ャー ル ズ ・ウ ィル ソ ン(Charles Wilson), 音 楽

は ジ ェ ー ム ズ ・M・ グ ロ ー ヴ ァ ー(James M. 

Glover)。 一 年 間 を七 場 に分 け て, 一 月に 新 年 の

精 が 入場 し, 五 月 に は 花 が 咲 き 誇 り ツバ メが 舞

い, 十 二 月 は 雪 景 色 の フ ィナ ー レ とい っ た 具 合

に, 四 季折 々 の 風 物 詩 を 織 り込 ん だ デ ィ ヴ ェル

テ ィス マ ンだ。 第一 場(1～3月), 第 四場(6～

7月), 第 七 場(12月)を ロー シ ーが振 付 け た。

 共 同 振 付 家 の コル マ ー 二は, ミラノ ・ス カ ラ座

出身 の 元 バ レ リーナ で, 1886～90年, 93年 に は ア

ル ノ)ンブ ラ の プ リ ン シ パ ル だ っ た43。 『All the

Year Round』 の他 に, 4つ の振 付 作 品が あ る。

 イギ リス 出身 の フ レ ヅ ド ・フ ァ レ ン(1874～

1956)は, 1898～1902年 に アル ノ)ンブ ラの プ リン

シパ ル だ った44。1904～12年 に は エ ンパ イ ア の フ. 

リ ンシパ ル と な り, 1905～1915年 に か け て, 12の

FEB. 17, 1904 THE SKETCH. 159 

 THREE SCENES FROM "ALL THE YEAR ROUND,"

 THE NEW ALHAMBRA BALLET. 

JANUARY AND "FEBRUARY" (IN THE FOREGROUND) AND THE "WEARING OF THE GREEN" (IN FRAME). 

『Allthe year Round』 プ ロ グ ラ ム(ニ ュ ー ヨ ー ク 市 立 図 書 館 所 蔵)
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作 品 の振 付 を 手 懸 け た45。

 ロン ドン ・タ イ ムズ 紙 は, 同 作 の 全7場 の うち

コル マ ー 二が 振 付 け た 「the ballets of swallows

and flowers」 が最 も美 しい場 面 で あ る と評 した。

ロー シ ー が 振 付 け た 場 面 に は 優 劣 の 判 断 は 下 さ

ず, プ ログ ラ ム を引 用 しなが ら進 行 を 説 明 した の

に と どま った46。

(2) 1905年 『My Lady Nicotine』

 資 料 で確 認 し得 た, ロー シ ーの ア ル ハ ンブ ラで

の最 も古 い 出演 記 録 は, 1905年2月27日 に初 演 さ

れ たrMy Lady Nicotine』 だ。 振 付 は コ ル マ ー

二, 音 楽 は ビ ング(Byng)。 第 一 場 が タバ コの プ

ラ ンテ ー シ ョン, 2場 は トル コの ハ ー レム, 3場

は オ ラ ン ダ のサ ボ(木 靴)の 踊 り, 4場 は ニ コチ

ンの発 見, そ して フ ィ ナ ー レ と い う5部 構 成 に

な っ て い る。

 ロー シ ーは パ ー シ ャ(ト ル コの 高官)役 で第2

場 に 登 場 した。 舞 台 写 真 で は, 頭 に タ ー バ ンを巻

き カ フ タ ン(長 い 胴 着)を 着 た ロー シ ー の 周 囲

に, トル コの ベ リー ・ダ ン サ ー の よ うな エ キ ゾ

チ ヅクな 衣 装 の女 性 た ち が 並 ん で い る47。女 性 ソ

リス ト(ラ ・シル フ, La Sylphe)が 「東 洋 風 と西

洋 風 を ミ ヅクス した ス テ ップを踊 り」,「観 客 のみ

な らず, パ ー シ ャ(ロ ー シ ー)の 心 を奪 っ た」 と

ロン ドン ・タイ ムズ 紙 は 評 した48。

(3) 1905年 『La Maxixe』

 フ ラ ン スか ら客 演 した エ ン ター テ ナ ー の ア ン ヌ

・ダ ン ク レイ(Anne Dancrey)は, 1905年9月 に

始 ま った プ ロ グ ラ ムで 『Amour and Vainquer[原

文 通 り, Vainqueur の 誤 ス ペ ル か=愛 と 勝 利]』

『Bruit de Baises [キ ス騒 動]』 の2曲 を 力 強 い声

で 歌 った の に 続 き, ロー シ ーを パ ー トナ ー に 『La

Maxixe [マ シ ェシ ュ, ブ ラジ ル風 社 交 ダ ン ス の一

種 で, ツ ゥー ・ス テ ップ に類 似]』 を踊 った。

 ロ ン ドン ・タ イ ム ズ紙 は, このパ ー トを 「dou-

ble pas de fascination [魅 惑 的 な 二 人 の踊 り]」 と

表 現 し, 以下 の よ うに描 写 して い る。 「勇 ま しい

ス ペ イ ン風衣 装 を着 た ロー シ ー は, ダ ン ク レイ の

後 を追 い つ つ, 自分 の魅 力 を誇 示 す るか の よ うに

ピル エ ッ トを見 せ る。 女 性 は男 性 を 誘 惑 し, 彼 の

側 に 忍 び寄 る が, 男 が近 寄 っ て くる と身 を か わ し

て 翻弄 す る。 そ して二 人 は 出会 い, 共 に 踊 り, ま

た 離 れ る。 踊 りの優 美 さ と素 晴 ら し さは 完壁 に近

い。 リズ ム は流 れ る よ うで, 両 人 と も, 完全 に コ

ン トロー ル され た卓 抜 した力 強 さを 感 じさせ る。

粗 雑 さ, 低 俗 さ, 扇 情 的 な も の を 全 く感 じ さ せ

ず, 非 常 に 印象 的 な演 目だ。」49

 この評 の筆 致 か ら判 断 す る限 り, ロ ー シー とダ

ンク レ イは, ピ タ リと呼 吸 の あ った ダ ンス を披 露

した。 女 性 を 誘 惑 し よ う と した り, 女 性 に誘 惑 さ

れ た り, 芝 居 っ気 を発 揮 しなが ら, 巧 み に 踊 った。

いわ ゆ る プ リンス で は な い, 演 技 力 と存 在 感 を要

求 され る役 柄 を得 意 と して いた の で あ ろ う。 ロ ン

ドン ・タ イ ムズ 紙 の様 々 な評 に, 物 語 の 要 とな る

脇 役 ダ ンサ ー と して重 用 され て い く様 子 を うか が

うこ とが 出来 る。

 こ の演 目は アイ ヴ ォー ・ゲ ス ト (Ivor Guest)

著 の The alhambra ballet の上 演 作 品 リス トに 含

まれ て い な い。 所 用 時 間 は10分 程 度 の, バ レエ の

前 後 に 上 演 され る小 品 の部 類 の よ うだ。

(4) 1905年10月 『Lucertio』 改作

 1905年10月30日 に 開幕 した バ レ エrLucertio』

の 振 付 者 は ロ ー シ ー だ が, ゲ ス トの alhambra

Ballet で は, ロー シ ーの オ リジナ ル振 付 で はな く, 

rinterpolated dances[改 作]」 と付 記 さ れ て い

る50。音 楽 は ド ・ア ン ド ゥア ー ガ (de Anduaga)

と ビ ン グ。 中 心人 物 は, セ ヴ ィ リアの 宿屋 の娘 と

そ の恋 人, 娘 に横 恋 慕 す る盗 賊 の 首 領 で, 最 後 に

娘 が 恋 人 に 剣 で刺 され る。 『カ ル メ ン』 に 似 通 っ

た 物 語 だ。 「Maxixe」 の 音 楽 を 用 い た 「double

pas de fascination」 とい う場 面 が あ り, ロー シ ー

が ア ン ・ダ ン ク レイ と踊 った 『La Maxixe』 を 連

想 させ る51。同評 は, 演 技 者(役 名 な し)と して の

ロ ー シ ーを 「堅 実 な ア ー テ ィス ト」 と述 べ た。

(5) 1907年 『Les Cloches de Corneville』

 プ ラ ン ケ ヅテ ィ(Planquette)の オ ペ レ ヅ タ

『Les Cloches de Corneville [コ ル ネ ヴ ィ ユ の

鐘]』 を 翻 案 した バ レエ。 音 楽 は プ ラ ン ケ ッテ ィ

及 び ビ ン グ, 振 付 は ア ル フ レ ッ ド ・ク ー テ ィ

(Alfred Curti)。 十 八 世紀 の ノル マ ンデ ィの古 城

を め ぐ って, コル ネ ヴ ィユ候 爵 と彼 の召 使 ジ ャー

マ イ ンの ロマ ン ス, 古 城 に 隠 れ 住 む 守 銭 奴 ガ ス

パ ー ル等 の物 語 が 同 時進 行 す る。

 ロー シ ーが 演 じた 守銭 奴 は, 幽霊 を装 っ て古 城

を訪 れ た人 々を 脅 か す が, 正 体 を 暴 か れ る52。無

人 の古 城 で金 貨 を 数 え る等 見 せ場 も多 く, 好 演 し

た53。後 年,『 古 城 の鐘 』 の邦 題 で帝 国劇 場 と ロー

シー主 宰 の ローヤ ル 館 で も上 演 され た。

(6) 1908年 『Cupid Wins』

 1908年1月27日 初演 の 『Cupid Wins』 の登 場 人

物 は, コメデ ィア ・デ ラル テ風 の役 名 にな って い

る。 亭 主 ピエ ロは, 妻 ピエ レ ッタが 眠 って い る隙

に家 を抜 け 出 し, 人気 者 コ ロン ビー ヌに 会 い に 行

くた め, ダ ンス ・パ ー テ ィに 出か け る。 眠 った 振

-6-



りを して い た ピ エ レ ッ タ は 夫 の 後 を 追 い, パ ー

テ ィ会場 で コ ロ ン ビー ヌ と衣 装 を 交 換 して, ピェ

ロを懲 ら しめ る。 ロー シ ーは,「 活 動 的 で 心 の優

しい老 酒 落 男」 役 で 出演 した54。 ビ ン グ の 作 ・編

曲, クー テ ィの振 付 に よる55。

(7) 1908年 『The Two Flags』

 1908年5月25日 に 初 演 さ れ た 『The Two

Flags』 は, ビ ン グが 作 ・編 曲, クー テ ィが振 付 け

た。 イ ギ リス, フ ラ ンス, ス コ ッ トラ ン ド, ア イ

ル ラ ン ド, ウ ェール ズ等 を象 徴 す る ダ ンス が交 互

に踊 られ る。 ロン ドン ・タ イ ム ズ紙 は, 衣 装 の美

し さを認 め る一 方 で, ア ル ハ ンブ ラの最 高 の 出来

映 え で は な い と失 望 の念 を表 明 した56。 ロ ー シ ー

は, 「フ ラ ンス」 を 象徴 す るマ リ ア ン ヌ役 の相 手

役 をつ とめた が,「 場 違 い」 だ と の 印 象 を 評 者 に

与 え た。

(8) 1908年 『Paquita』

 スペ イ ンを 舞 台 に した 一 幕 の バ レ エ 『Paqui-

ta』 は, 最 近 の アル ハ ン ブ ラの 最 高 傑 作 だ と, ロ

ン ドン ・タイ ムズ 紙 は 高 く評 価 した57。1908年10

月12日 初 演 で, 音 楽 は ビ ン グ, 振 付 は ク ーテ ィ。

ロー シ ーは 投 獄 され た ジ プ シ ーの 首 領 ドン ・ゴ メ

ス ・ ド ・シ ル ヴ ァ役 で, ジ フ. シ ー の 女 パ キ ー タ

(ブ リ ヅタ ・ピ ー タ ー ソ ン, Britta Peterson)に

助 け 出 され る。 ドン ・ゴ メ ス は ロ ー シ ー に 適 役

だ った との 記述 が あ る。

(9)1909年rLes Cloches de Corneville』(再 演)

 ゲス トの Alhambra ballet に よる と, ロ ー シ ー

は1909年 まで ア ル ハ ンブ ラの フ。リンシ パル だ った

とい うが, ロ ン ドン ・タ イ ム ズ紙 で は, ロー シ ー

が 同年 に上 演 され た新 作 バ レエ に 出演 した 形 跡 を

確 認 す る こ とは 出来 な い。 唯 一, ロー シ ーが 言 及

され た の は, 1909年8月9日 に 『Les Cloches de

Corneville』 が再 演 され た 際 の記 事 で, 1907年 の

初 演 時 と同 じ く守 銭 奴 ガ スパ ー ル 役 を 演 じ, 「シ

ニ ョール ・ロー シ ーは, また もや 劇 的 に 力 強 い 守

銭奴 だ った 」 と好 意 的 に 受 け 止 め られ た58。 ア ル

ハ ンブ ラか ら遠 ざか って いた ロー シ ーが, 好 評 を

博 した守 銭 奴 の役 を 演 じるた め, 一 時 的 に ゲス ト

出演 した も のか と思 わ れ る。 この作 品 以 後, ロ ン

ドン ・タ イ ムズ 紙 で は, ロー シ ーの 名 前 は 見 出 せ

な くな った。

b. エ ン パ イ ア劇 場

 エ ンパ イ ア劇 場 は, ア ル ハ ンブ ラ劇 場 と 同様 に

レス タ ー広 場 に面 した ミュー ジ ック ・ホ ール で あ

る。 各 々, バ レエ を 中心 と した 演 目を上 演 して, 

しの ぎ を 削 り合 った。 豪 華 な舞 台 装 置 と衣 装, 大

規 模 な コー ル ・ ド ・バ レエ が ア ル ハ ン ブ ラ の ト

レー ドマ ー ク だ っ た の に 対 し, エ ンパ イ ア は, 

1897年 か ら1909年 に か け て 同 劇 場 で 踊 っ た ア デ

リー ヌ ・ジ ェニ ー (Adeline Genee, 1878～1970)

の魅 力 で多 くの フ ァンを 獲 得 した59。

 ゲ ス トの The empire ballet に よれ ば, ロ ー シ ー

は1910年 に エ ンパ イ アに 所 属 して い た 事 に な って

い る60。 しか し, 同著 の本 文 に は ロ ー シ ー に 関 す

る言 及 は な く, 1910年 前後 の タ イ ムズ 紙 の エ ンパ

イ ア劇 場 の 公 演 評 に も, ロー シ ー の名 前 は 見 出 せ

な か った。 ロー シ ーに 関 す る各 種 記 事 の 中 に も, 

彼 が エ ンパ イ アで踊 って い た事 を示 唆 す る もの は

少 な い。 ロー シー の エ ンパ イ ア で の活 動 は, ア ル

ハ ンブ ラ所 属 時 代 に 比較 す る と, 短 期 間 あ る い は

限 定 的 な もの だ った の だ ろ う。

c. ジ ュ リア ・リー ヴ ェ(ロ ー シ-夫 人)

 ジ ュ リア ・リー ヴ ェ(Julia Reeve)は イ ギ リス

人 ダ ンサ ー で, ロー シ ー とは ロ ン ドンで 知 合 って

結 婚 した 事 が知 られ て い る61。

 1918年4, 月 に サ ン フ ラ ン シス コ港 に 入 港 した 際

の年 令 は32才 で62, 逆 算 す る と1885年 な い し1886

年 生 れ とな る。 出生 地 ロ ン ドン, 国籍 イ タ リア, 

目の色 は 栗 色, 身 長5フ ィー ト6イ ン チ(約167

cm)だ った63。旧姓 は ギ ブ ソンで, 1911年6月26日

に 長 男 ヴ ィ ッ トリオ(Vittorio)を 出産 した64。

 ダ ンサ ー と し て 最 も 初 期 の 足 跡 は, 1903年6

月, アル ハ ンブ ラ で 『The Devirs Forge』 『Car-

men』 に 出 演 した 時 の も の65。 前 者 で は ハ イ ン

リ ヅヒ とい う男役 を, 後 者 で も男 装 して モ ラ レス

とい う軍 人 の役 を演 じた。

 1904年 に は, ロー シ ー 他 が 振 付 け た 『All the

Year Round』 に コール ・ド ・バ レエ の 一 員 と し

て 出演 した66。

 1906年1月6日 に は, エ ンパ イ ア で ア デ リー ヌ
・ジ ェニ ー主 演 の 『Cinderella』 が初 演 さ れ た が, 

出演 者 の 中 にrReeves」 とい うダ ンサ ー が い る67。

Reevesは5人 の 「ワ ッ トー ・ダ ン サ ー 」 の 一 員

で, エ レガ ン トな 衣 裳 を 着 け て,「 宮 廷 の女 性 」達

と画 家 ワ ッ トー の絵 の よ うに華 や か な装 置 の 前 で

メ ヌエ ッ トを 踊 った68。アル ハ ン ブ ラ劇 場で 『The

Devirs Forge』 『Carmen』 に 出演 した際 の プ ログ

ラ ムで は, リー ヴ ェの 姓 は 「Reeves」 「Reeve」 と

統 一 さ れ て い な か っ た 前 例 が あ る の で69, こ の

『Clnderella』 に 出 演 したReevesも, お そ ら く

リー ヴ ェ本 人 で あ ろ う。

 1909年 に な る と, 準 主 役 級 の 役 を 配 役 され, 新

聞 評 で名 前 が 言及 され 始 め る。 ロン ドン ・タイ ム
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ズ 紙 は, 同年4月 の 『Psyche』 に ヴ ィー ナ ス役 で

出 演 した リー ヴ ェが 「傷 つ き怒 り狂 った 女神 に は

見 え な か った 」 と好 意 的 で は な か った も の の70, 

そ の 他 大 勢 の ダ ンサ ーか ら準 主 役 級 に 昇進 した事

が わ か る。

 1909年8月 に 再 演 され た 『Cloches be Cornevi-

l1e』に は, コル ネ ヴ ィユ侯 爵 役 で 出 演, 守 銭 奴 役

の ロ ー シ ー と共 演 した。 「ハ ンサ ム な 侯 爵 」 と好

意 的 な 評 を 得 る71。

 1909年12月20日 初 演 の 『Our Flag』 に は, イ ギ

リス を 象 徴 す る ダ ンサ ー と して, ブ リッタ, エ リ

ゼ ・ク ラ ー ク(Elise Clerk), ジ ュ リア ・シ ー ル

(Julia Seale)と い った プ リン シパ ル ・ダ ン サ ー

に ま じって 主 役 級 パ ー トを 踊 った72。 ア ル ハ ン ブ

ラの プ リン シパ ル に は 外 国 人 が 多 数 い た が, イ ギ

リス 人 が プ リン シパ ル に 昇 進 す る場 合 もあ っ た。

リー ヴ ェは, 正 式 な プ リン シパ ル で は な か っ た も

の の, 実 際 に は プ リン シパ ル 級 の役 を踊 る機 会 を

得 て お り, アル ハ ン ブ ラの イ ギ リス 人 ダ ンサ ー と

して は, 優 秀 な 団 員 で あ った の で は な い か。

 1910年 以 降, リー ヴ ェが 踊 って い た資 料 は見 つ

か って い な い。1911年6月 に 出産 して い る の で, 

妊 娠 を機 に舞 台 か ら遠 ざ か った の だ ろ う。

d. ア イ ス パ レス(ベ ル リン)

 ロ ン ドンの ミュー ジ ック ・ホ ー ル界 で, 演 技 力

の あ る ダ ンサ ー な い しマ イ ム役 者 と して知 られ る

存 在 とな った ロ ー シ ー は, 一 時, ロ ン ドン を 離

れ, ベ ル リンに渡 った。 彼 の ベ ル リン時 代 に 言 及

す る記 事 の記 述 を総 合 す る と, 自身 の カ ンパ ニ ー

を結 成 し, 1911年 に ア イ ス パ レス(Ice Palace)に

出演, 自作 の バ レエ を 上演 した とい う73。

 ベル リン在 住 の カ リン ・ヘ ス(Karin Hess)が

筆 者 の 問合 せ に応 じて ベ ル リン で行 った リサ ー チ

に よる と, ア イ スパ レス(ド イ ツ語 名Eispalast)

は, 2000m2の ス ケ ー トリ ンク を備 えた 世 界 最 大級

の ア イ ス ・ス ケ ー ト場 だ っ た。 リン クの 周 囲 に は

テ ー ブル 席 が 設 け られ, 収 容 人 員3000人 を数 え た。

リン ク の傍 ら で は オ ー ケ ス トラが ポ ピ ュ ラ ー音 楽

を演 奏 した。 氷 上 バ レエが 人 気 を 集 め, 連夜2回

程 上 演 され た。 さ ら に場 内 には 舞 踏 室, レス トラ

ン, カ フ ェ, ジ ム, 公 衆 浴 場 も併 設 され た。 ヘ ス

はベ ル リン ・モ ー ニ ン グ ポ ス ト紙 を 引 用 し,「 ア

イ スパ レス は, エ レガ ン トな ベ ル リン市 民 の社 交

場 とな った」 と述 べ て い る74。他 に類 を 見 な い 新

種 の娯 楽 施 設 と して, 多 くの 入 場者 を獲 得 した75。

 ヘ ス は, アイ ス パ レス が 開場 した1908年 か ら閉

鎖 され た1912年 の 間 の 新 聞 広 告 類 に 目を 通 した

が, ロー シー の 名 前 は な か った。 紙 上 で氷 上 バ レ

エ の細 か な 演 目や 出演 者 を 告 知 す る 事 は ご く稀

だ った た め, ロー シ ーが ベ ル リンで 自作 を 上 演 し

な か った とは断 定 出来 な い。 少 な く とも, 大 都市

の社 交場 ア イ スパ レスで 自作 を上 演 す る こ とは, 

ロ ー シー に とっ て晴 れ の 舞 台 だ った と推 測 され る。

e. ヒズ ・マ ジ ェステ ィ劇場

 ロ ン ドンに戻 っ た ロ ー シ ー は, 1911年 秋 か ら

1912年 に か け, ヘ イ ・マ ー ケ ヅ トの一 角 に 位 置 す

る ヒ ズ ・マ ジ ェ ス テ ィ 劇 場(His Majesty's

Theatre)に 関 わ っ た。 当 時 は 演 劇 主 体 の 劇 場

だ った が, 劇 中 に 挿入 され た ダ ンス場 面 の振 付 を

手 が け た の だ った。

 ロー シ ー が振 付 家 と して 関わ った の は,『Mac-

beth』(上 演 期 間1911年9月5日 ～12月13日), 

『Orpheus in the Underground)』(1911年12月20

日～1912年2月17日),『othello』(1912年4月9隔

日～1912年5月18日)の 三作 だ。2作 目終 演 か ら

3作 目開幕 の間 に2ヵ 月 間程 の 間隔 が あ るが, そ

の 間 に上 演 され た 『TriIby』 に は ダ ン ス場 面 が な

い た め, 振 付 家 を 必 要 とす る作 品 に限 れ ば, ロー

シー は連 続3作 品 を振 付 け た こ と に な る。 ロー

シ ーが 同劇 場 のバ レエ ・マ ス タ ーだ った とす る記

事 も多 い こ とか ら, あ る程 度 長 期 的 な契 約 を 交 わ

して い た と思 わ れ る。

 この劇 場 は, ロマ ンチ ヅ ク ・バ レエ全 盛 期 に は

人気 バ レ リ ー ナ が 出演 す る 名 門 劇 場 だ っ た も の

で, 旧 称 をKing's Theatre, Her Majesty's

Theatreと い う。1890年 に 一 度 閉 鎖 さ れ た 後, 

『Trilby』 の ス ヴ ェンガ リ役 で大 成 功 を お さめ た

俳 優 サ ー ・ハ ーバ ー ト ・ドレ イパ ー ・ビ アボ ム ・

トゥ リー(Sir Herbert Draper Beerbohm Tree, 

1853～1917)が 新 た に 劇 場 を 建 築 して1897年 に

バ ー ・マ ジ ェス テ ィ劇 場 と して開 場, 1901年 に エ

ドワー ド七 世 が 王位 を継 承 した 際 に ヒズ ・マ ジ ェ

ス テ ィ劇 場 と改称 され た76。

 後 年 の 東 京 で, ロー シ ー は私 財 を 投 じて ロー ヤ

ル 館 を 開 場 した。 それ を暴 挙 だ った とす る見方 も

あ るが, トゥ リー の例 が 示 す よ うに, イ ギ リス で

は, 1700年 頃 か ら20世 紀 初 頭 まで, 一 俳 優 が プ ロ

デ ューサ ーを兼 ね て劇 場 な り一 座 を 主 宰 す る興 業

形 態 が 慣 行 とな って いた 点 は 見 逃 せ な い77。

 ヒズ ・マ ジ ェス テ ィ劇 場 の主 要 レパ ー ト リー は

シ ェー クス ピア劇 で, 豪 華 な 装 置 を 用 い た り, 小

動 物 や 植物 を舞 台 に用 い た 演 出 が 話 題 を 呼 び, 大

衆 動 員 に成 功 した78。 ロー シ ー が 振 付 を 受 持 った

の は劇 中 に 挿入 され た ダ ンス ・シ ー ンで, 豪華 さ

を盛 り上 げ る狙 いが あ った の だ ろ う。

(1)『Macbeth』

 1911年9月5日 に 開幕 し, 同年12月13日 ま で, 

全 部 で101回 上 演 され た79。 主 な配 役 は, マ クベ ス
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が ト ゥ リー, ス コ ッ トラ ン ド王 ダ ン カ ン が エ ド

ワ ー ド ・オ ニ ー ル(Edward O'Neill), マ クベ ス 夫

人 が ヴ ァ イ オ レ ヅ ト ・ヴ ァ ン ブ ル ゥ(Violet

Vanbrugh)。 ロ ー シー が振 付 け た の は, 二 幕 二 場

の バ ン ケ ッ ト ・ホ ール の ダ ンス で, プ ロ グ ラ ムに

は, rThe Dance in Scene 5 [原 文 通 り], Act 2

by Signor Rosi」 と記 載 され て い る80。

 ロ ン ドン ・タイ ムズ紙 は, 美 しか った場 面 の一

つ に バ ン ケ ヅ トの 場面 を挙 げ て お り,「(同 場 面 に

は)家 臣達 の激 しい ダ ンス を含 み, 粗 野 な美 し さ

が 漂 って お り, 宴 会 の 亡霊 さえ もが美 しか った。

リズ ミカル に 動 きな が ら優 雅 に身 をか わ し, 翻 弄

す るか の よ うだ った」 と述 べ て い る81。 ロ ー シ ー

の 振 付場 面 は, まず は好 評 を博 した。

(2)『Orpheus in the Underground』

 トゥ リー主 演 の 『Macbeth』 が 閉 幕 した1週 間

後 に 始 ま った 『Orpheus in the Underground』 で

も, ロ ー シ ーは 振 付 を 受持 った。1911年12月20日

に 初 演, 1912年2月17日 ま で全70回 上 演 さ れ た82。

オ ッフ ェ ンバ ッハ の オ ペ レ ヅタ を ベ ー ス に した も

の で, ・演 出 は ア ル フ レ ッ ド ・ノ イ ェ ス(Alfred

Noyes), フ レデ リ ヅ ク ・ノ ブ ト ン(Frederick

Nobton) と トゥ リー83。

 ロン ドン ・タイ ムズ紙 が 「よみ の 国」 の バ ッカ

ナ ール の ダ ンス に 言及 して お り, ロー シ ー は この

場 面 を振 付 け た の だ ろ う。 評 に よ る と,「 我 々 は

つ い に よみ の 国 に 到着 した。 燃 え る よ うな赤 い ド

レス が, 漆 黒 の 洞窟 か ら壮 麗 に現 わ れ る。 バ ッカ

ス の信 徒 達 の祝 宴 で あ る。 続 い て, 堂 々 と した 宮

廷 風 ダ ンス が始 まる。 フ ー フ型 ペ テ ィ コー トを着

け た ユ ー ノ ー(グ レ ー ス ・ク ロ イ ト, Grace

Croit)と ヴ ィー ナ ス(ヒ ル ダ ・ア ン ト ニ ー, 

Hilda Antony)が 最 も魅 力 的 だ!」84

 翌 年1月, 若 干 の キ ャス トが 変 わ った 際, ロン

ド ン ・タ イ ム ズ 紙 は 改 め て 評 を 掲 載 し た85。

ヴ ィー ナ ス役 は初 演 キ ャス トと同 じ くヒル ダ ・ア

ン トニ ーが 演 じたが,「 ア ン トニ ー 嬢 の 踊 りだ け

で も, 劇 場 に 出か け る価 値 が あ る」 と賞 賛 して い

る。

(3)『Othello』

 トゥ リー の主 演 で1912年4月9日 に 開 幕 した

rotheIlo』 は, 5月18日 まで全43回 の公 演 が行 わ

れ た86。他 の主 要 キ ャス トは, イ ア ー ゴが ロ ー レ

ン ス ・ア ー ヴ ィ ン グ(Laurence Irving), デ ズ デ

モ ーナ が フ ィ リス ・ニ ール ソ ンー テ リー(Phyllis

Neilson-Terry), カ ッ シ オ が フ ィ リ ッ フ。・メ リ

ヴ ェイ ル(Philip MerivaIe), エ ミリア が ア リス ・

ク ロフ ォ ー ド(Alice Crawford)。 イ ラ ス トレ イ

テ ッ ド ・ロ ン ドン ・ニ ュー ス紙 は, トゥ リー の演

出 や個 々の 俳 優 の 演 技 に 対 して 否 定 的 な 立 場 を

取 った の に 対 し, 背 景 や 美 術, 衣 裳 の美 し さ を

「絵 画 の よ うだ」 と述 べ た87。

 ロ ー シー は, 第2幕 第3場 の キ プ ロス の港 の場

面 を振 付 け た88。振 付 に 関 す る具 体 的 な 記 述 は な

い が, ロ ン ドン ・タ イ ム ズ紙 は, キ プ ロス港 で の

ダ ンス は不 必要 だ と述 べ た89。

e. 帝劇 採 用 の経 緯

 ロ ー シー は, 1912年, 帝 国劇 場 の元 専 務 で ヨ ー

ロ ヅパ視 察 中 の西 野 恵 之 助 に見 出 され, 同 劇 場 歌

劇 部 の教 師 と して招 聰 され た。 西 野 が ヨ ー ロ ッパ

を訪 れ た 時期 は, 丁 度, ロ ン ドン のバ レエ は 転 換

期 に あ った。 即 ち, ミュー ジ ック ・ホ ール で イ タ

リア 出 身 の ダ ンサ ーや 振 付 家 が 重 用 され る時 代 が

続 い て い た が, 1909年 に セ ル ジ ュ ・デ ィアギ レフ

が率 い る バ レエ ・ リュ ッ ス が パ リに デ ビ ュ ー を

飾 って 以来, 多 数 の ロシ ア人 ダ ンサ ーが ロ ン ドン

に進 出 した。1909年 秋 に は 早 く も ロシ ア 人 ダ ン

サ ー が小 グ ル ー プを 編 成 して ロン ドンを 訪 れ て い

る。1911年6月 に バ レエ ・リュ ッスが 初 め て ロ ン

ドン公 演 を行 った 時 に は, ロ シ ア ・バ レエ は, 既

に最 新 流 行 の演 目だ った と言 わ れ る90。

 帝 国 劇場 のバ レエ 教 師 の 候 補 者 を 探 して い た 西

野 が ロン ドンで バ レエ ・リュ ッス の 評判 を 聞 き及

ば なか った と想 像 し難 い の だ が, 西野 が, ロシ ア

人 で は な く, イ タ リア人 ロー シー を採 用 した経 緯

に は, ヒズ ・マ ジ ェス テ ィ劇 場 の トゥ リー の推 薦

が 影 響 した よ うだ った。

 ロン ドン滞 在 中 の 西 野 は, ヒズ ・マ ジ ェス テ ィ

劇 場 で 俳 優 ア ー ヴ ィ ング に面 会 す る機 会 を得 た。

彼 が 劇 場 に ア ー ヴ ィ ン グ を 訪 ね た と こ ろ, ト ゥ

リー も同 席 し, トゥ リー の推 薦 で ロー シ ーを 帝 国

劇 場 の バ レエ 教 師 と して 招 聰 す る に 至 った と い

う91。西 野 が ロン ドンに 滞在 し た 時 期 は 定 か で は

な い が, ロ ー シ ー の 振 付 場 面 を含 む 『Othello』

が, ヒズ ・マ ジ ェス テ ィ劇 場 で上 演 中(1912年4

月9日 ～6月1日)だ った ので は な い だ ろ うか。

 こ うして, 帝 国 劇 場 の 教 師 に 採 用 され た ロ ー

シー は, 妻 子 と ともに, シベ リア鉄 道経 由で, バ

レエ処 女地 で あ った 東 京 へ 向か った の だ った。

[ま とめ]

 以上 が, 今 回 の 調査 で 明 らか に な った, 来 日に

至 る ま で のG. V. ロー シ ーの 歩 み の 概 略 で あ る。

 ダ ンサ ー と して の ロー シ ー の, 全 盛 期 に あ っ た

で あ ろ う三 十 才 以 前 の活 動 状 況 は把 握 出来 なか っ

た が, 1900年 前後 に イ タ リア バ レエ界 の最 高 峰 で

あ る ミラ ノ ・ス カ ラ座 に ソ リス ト的 な 役 柄 で 出 演
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し, さらにロンドンでは, 演技力のあるマイムあ

るいはキャラクター ・ダンサーとして, 相応の地

歩を固めた。概 してバ レリーナが優位を占めるバ
レエ界にあって, ローシーはスターとして脚光を

浴びることはなかったとはいえ, スペクタル ・バ
レエを支える脇役 として, 実力を発揮 したのだっ

た。

 振付家としては, ロンドンの舞台では, バ レエ

を共同振付し, 劇中のダンス場面の振付を手懸け

たにとどまり, 演技者 としてのローシーに比較す

れば, 確たる実績は残 さなか った。 振付家 ロー

シーの本分は, オ リジナル作品を生み出す より

も, 以前に出演 した作品の演出を活か して, 既存

作品の改訂版を上演することにあったのではない

か。本考では十分に言及できなかったが, 日本で

「ローシー作」 とされている作品の中には, 原演

出, 原振付が存在 したものが少なくない。 日本人

出演者の実力に合わせて, 演出を手直しする手腕

を持っていたものだろう。つまり, ローシーの豊

富な舞台経験 は, バ レエ処女地だった日本の関係

者にとって, 十分に学ぶべきものだったのではな

いだろうか。

 帝国劇場のバ レエ教師として来 日す るまで, 
ローシーは様々な国を訪れ, 様 々な劇場の舞台で

踊った。地理的に時間的に隔た りがあったこと

が, 調査を困難なものにした点は否めない。今

後, イタリア, ロン ドン, ならびにローシーがイ

タリアのオペラ団とともに巡業に訪れた地域での

調査が実現 し, さらに詳しい情報を得 られること

を願っている。
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